
A．抄録

I は じ め に

全国の各自治体では，地域住民の健康増進に向けてさま

ざまな保健サービスを展開している．これらのサービスを効

果的に提供していくためには，地域住民にサービスの存在を

認知してもらうための効果的な広報活動を実践することが必

要である．

そこで今回，効果的な広報活動の実践方法を検討するこ

とを目的に，東京都町田市で実施している保健事業の広報

活動に対する介入研究を行ったので報告する．

II 地域の概要

東京都町田市は都心から南西30kmの神奈川県との県境に

位置し，人口は366,527人，世帯数は141,189世帯である

（平成11年6月1日現在）．

本研究の介入地域である玉川学園地区は町田市の中央部

に位置し，人口16,933人，世帯数6,915世帯で閑静な住宅街

が建ち並んでいる．また，住民のボランティア組織も比較的

多く，活動が盛んな地域である．

III 研 究 方 法

本研究は，八巻ら2）が述べている広告効果の４段階（図

1）のうち，①広報活動，及び②広報媒体に着目し，町田市

で開催される「食生活講演会（表1）」の広報活動を展開し，

評価を行った．
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事業名� 食生活講演会�

開催日� 平成11年10月16日(土)

内容�
講話「考えよう食生活・楽しく食べて健康�

　　づくり－ダイエットの最新情報－」�

講師� 宗像伸子 (管理栄養士)

定員� 200人�

費用� 無料�

町田市などに

よる広報活動�

市報 (広報まちだ)　２回(130,000部／回)�

ケーブルテレビ　   10月１日から７日間放送�

表１　事業の概要�



評価は，行動に与える効果に対して，チラシが参加行動

に与える効果に関する自記式調査票を用いた調査（以下

「行動に与える効果に関する調査」とする）と，人を惹きつ

けるチラシの再考及びチラシづくりの提案を目的に，広告が

注目された時点に関する面接調査（以下「チラシの注目に

関する調査」とする）を並行して実施した．

1. 広報活動への介入
「ターゲットを絞り，効果的な媒体を用いての人を介した

広報活動は，参加者の増加，ターゲットの参加率が高まる」

ことを仮説とし，積極的な情報提供を目指した広報活動を

検討した．

a ターゲットの選定

講演会の内容から，家庭の食事作りに携わっている20～

60歳代の女性とした．また，町田市健康課で行っている保

健事業に参加したことのない者（以下，「新規参加者」とす

る）とし，固定化された参加者だけでなく，新たな参加者

を得ることを目指した．

s 媒体の選定

接触率が予想しやすく，手元に残るチラシを媒体として選

定した．チラシに接触した者が興味を惹く要素を検討し，従

来はあまり用いられていない多色刷りで，キャッチフレーズ

や字体などを工夫した．作成したチラシは図２のとおりであ

る．

d 対象地区の選定

類似した年齢構成，交通機関を加味し，比較可能な２地

区のペアを数ヶ所あげ抽出した結果，介入地区を玉川学園

地区，対照地区を成瀬地区とした．

f 配布方法の選定

ターゲットに情報がより確実に到達する配布経路を選定し

た．

配布経路は①小学校，②地域団体，③保健協力員，④ス

ーパーとした．①は30～40歳代の小学生の子どもをもつ女

性，②は50～60歳代のボランティア活動を実践している女

性，③は地域保健活動のキーパーソンであるということで選

定し，④は①，②，③，④の配布方法でチラシに接触する

ことができない就労女性とした（表２）．

IV 行動に与える効果に関する調査

1. 調査方法
講演会当日，参加者全員を対象に，自記式調査票を用い

た調査を実施した．

調査項目は，属性，今回の講演会についての情報を入手

した媒体の種類，これまでの町田市保健事業への参加の有

無などとした．

解析には，統計解析パッケージSPSS，F-statを用いた．

2. 結果
a 回収状況

町田市食生活講演会参加者は157人で回収者数は152人

（回収率96.8％）であった．全てを有効回答として分析し
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配布経路� 場所� 方法� 日時� 配布数�

小学校�
町田市立�

第五小学校�

学校の配布物

として保護者

宛文書を添付

し配布�

9月27日（水）に�

学校長へ配布依頼�
465

地域団体�

保健分野に関

わりの少ない

11団体�

代表者経由で

会員に配布�

9月17日（金）～25

日（土）に郵送又は

持参し代表者に配

布依頼�

445

保健協力員�
玉川学園に居

住する４人�

保健協力員か

ら近隣へ配布�

9月20日（月）に�

郵送し配布依頼�
310

スーパー�

玉川学園駅付

近２店舗�

オダキューOX,�

三和�

買い物客に直

接配布�

9月30日（木）�

16:30～18:30�

10月2日（土）�

16:00～18:00

1476

　�

表２　配布方法�

〈表面〉　　　　　　　　　〈裏面〉�

図２．チラシ（多色刷り）�



た．

s 属性

性別については，男性5人（3.3％），女性147人（96.7％）

であった．

年代は60歳代が最も多く，地区別の平均年齢は介入地区

68.5歳，対照地区59.7歳であった．

職業については，専業主婦が105人（69.0％）と最も多

く，会社員・公務員は8人（5.3％）と低かった．

d 広報活動の効果　

①地域住民全体への効果（表３）

広報媒体別の比較では，市報配布数13万部のうち市報を

見た参加者は110人（0.08％），チラシ配布数2,696枚のうち

チラシを見た参加者は21人（0.78％）で，チラシは市報よ

り高い参加率が得られた．

なお，市報とチラシの両方を見て参加した者を市報を見た

参加者として再分類しても，チラシは市報より高い参加率が

得られた．

また，地区別の比較では，介入地区の人口16,868人のう

ち参加者は24人（0.14％），対照地区の人口16,345人のうち

参加者は11人（0.07％）で，介入地区は対照地区より高い

参加率が得られた．

②ターゲット層への効果　　

ア. 20～60歳代女性への効果（表４）

地区別の比較では，介入地区の20～60歳代女性のうち参

加者は11人（0.18％），対照地区は10人（0.16％）で有意

な差はみられなかった．

イ. 新規参加者への効果（表５）

講演会参加者のうち新規参加者は71人（46.7％）であっ

た．広報媒体別の比較では，チラシを見た参加者のうち新

規参加者は7人（35.0％），市報を見た参加者のうち新規参

加者は50人（46.3％）で，有意な差はみられなかった．

また，地区別の比較では，介入地区での新規参加者は12

人（52.2％），対照地区の新規参加者は６人（45.5％）で有

意な差はみられなかった．

③チラシと市報の費用（表６）

参加者一人あたりの配布数をみると，チラシでは１人の参

加者を得るのに128枚，市報では2,364枚配布しており，チ

ラシの方が少ない配布数で参加者を得ていた．またチラシの

配布経路別でみると，地域団体を通じてのチラシの配布が

32枚と最も少ない配布数で参加者を得ていた．

参加者１人あたりの費用（円）を試算したところ，チラ

シの方が市報よりも高かった．しかし，地域団体の費用は市
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参加者� 非参加者�
χ2検定�

人数� 割合� 人数� 割合�

広報媒体別�

チラシ�

市報�

　�

  21�

110

　�

0.78％�

0.08％�

　�

2,675�

129,890

　�

99.22％�

99.92％�

　
　

χ2=129.103＊＊�

地区別�

介入地区�

対照地区�

　�

  24�

  11

　�

0.14％�

0.07％�

　�

16,844�

16,334

�

99.86％�

99.93％�

　
　

χ2=4.434＊            

表３　広報媒体別・地区別にみた講演会参加者�

＊P<0.05　＊＊P<0.01

参加者� 非参加者�
χ2検定�

人数� 割合� 人数� 割合�

地区別�

介入地区�

対照地区�

　�

11�

10

　�

0.18％�

0.16％�

　�

6,235�

6,093

　�

99.82％�

99.84％�

　
　

χ2=0.027

表４　地区別にみた20-60歳代女性の参加者�

新規参加者� 非新規参加者�
χ2検定�

人数� 割合� 人数� 割合�

広報媒体別�

チラシ�

市報�

　�

  7�

50

　�

35.0％�

46.3％�

　�

13�

58

　�

65.0％�

53.7％�

　
　

χ2=0.872

地区別�

介入地区�

対照地区�

　�

12�

  6

　�

52.2％�

45.5％�

　�

11�

  5

　�

47.8％�

54.5％�

　
　

χ2=0.017

表５　広報媒体別・地区別にみた新規参加者�

参加者数� 配布数�

参加者１

人あたり

配布数�

費用(円)

参加者１

人あたり

費用�

チラシスーパー�

　　　地域団体�

　　　保健協力員�

　　　小学校�

　6�

  14�

　1�

　0

　1,476�

　　445�

　　310�

　　465

　246�

　  32�

　310�

　  －�

  97,741�

  24,596�

  16,528�

  21,971

16,290�

  1,756�

16,528�

    －�

　　　合計�   21 　2,696 　128 160,836   7,659

市報� 110 260,000 2,364 330,137   3,001

表６　広報媒体，配布方法別にみた費用�



報と比較して低かった．

3. 考察
a チラシによる効果　

チラシによる広報活動は，市報と比較して参加者を増加

させることに効果があることがわかった．

市報は，各家庭に新聞折り込みのかたちで配布されている

が，情報の掲載量が多いため，必要な情報が住民の関心に

よって取捨選択され，情報が確実に伝達されない可能性があ

る．一方チラシは，講演会に関する情報に絞られていたた

め，関心の有無にかかわらず確実な情報伝達につながったと

考えられる．

また，市報にチラシが追加されたことにより，情報の接触

回数が増えたことも，参加者の増加につながったと考えられ

る．

s 配布経路による効果の違い

今回ターゲットを絞った広報活動を展開したが，ターゲッ

トとする参加者の増加には至らなかった．これはターゲット

選定と働きかけが，参加行動の動機づけとして十分でなかっ

たからと考えられる．

地域団体への配布は，参加者数の増加に最も高い効果が

得られた．これは団体の中で影響力をもつ代表者に対し，著

者らが直接趣旨説明をし，理解を得た上で，その代表者が

会員に配布した効果と，各団体内の信頼性や連帯感といっ

た組織力の影響と考えられる．しかし，ターゲットへの効果

がみられなかったのは，参加した地域団体の年齢層が60～

70歳代であり，ターゲットとした年代とのずれがあったため

と考えられる．

小学校児童経由の配布については，児童を経由すること

によって，チラシそれ自体が保護者へ渡らなかった可能性が

ある．また，チラシが保護者に到達するまでの過程で，校長

から教諭そして児童へと多くの人を介していることで，チラ

シの趣旨が十分伝わらなかったことが考えられる．

スーパーでの配布については，就労している女性などへの

働きかけとして選定したが，チラシ配布の時間帯設定などが

十分でなかったこと，またチラシの街頭配布は，配布側と受

け取り側の関係がほとんどないことが，ターゲットの講演会

参加に結びつかなかった理由と考えられる．

保健協力員からの配布については，講演会同日に保健協

力員が中心となって行われた体育祭があったため，保健協力

員の影響が及ぶ住民が，講演会に参加できなかったものと推

測される．

V チラシの注目に関する調査

1. 調査対象
講演会当日に，チラシ接触者13人，チラシ未接触者11

人，合計24人を対象とした．平均年齢は，チラシ接触者

64.3歳，チラシ未接触者60.2歳であった．

2. 調査方法
調査員が2人1組で，対象者1人につき約5分間の面接調

査を実施した．調査員のうち1人が面接を，もう1人が記録

を行った．聴取項目をもとに面接を進め，対象者に自由に

話してもらった．

3. 分析方法
記録した面接内容をチラシ接触者と未接触者に分けた個

人シートを作成した．個人シートごとに，内容を集約した意

味のある文節に区切り，抽象的な言葉に書き換えたコード名

をつけた．コード名ごとに類似性，相違性を検討し，再カ

テゴリー化した．それらに抽象的な言葉に書き換えたラベル

をつけた．各カテゴリーのラベルに類似性が見られたため，

ラベルの類似性，相違性を検討し，再カテゴリー化し，そ

の関連性を検討した．

4. 結果
分析の結果，「人を惹きつけるチラシ」の要素が

明らかになったと同時に，参加者がチラシに接触してから講

演会参加に至るまでの一連のプロセスにおけるチラシの影響

について明らかにすることができた．参加プロセスは，広告

効果プロセス（図１）では４段階であったが，分析の結果，

６段階であることが明らかになった（図３）．
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図３．チラシの影響�
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a チラシによる参加プロセスへの影響

①　チラシ配布活動の影響

「チラシ配りをしているのを見てかなり驚きました」，「新

聞の広告だったら見なかった」があげられた．

②　興味・関心への影響

興味・関心への影響はさらに７つの要素に分けられた．

ア.　チラシの全体的な印象

好感がもてなかった者はおらず，「きれい」，「親しみやす

い」があげられた．また，「お金はかけなくてもわかればい

い」など費用に対する意見もあげられた．

イ.　タイトル

多くの者が，まずタイトルに注目しており，「動きのある

書き方でよい」，「鮮明で読みたくなる」，「こんな表現を使

うなんて驚き」があげられた．

ウ.　キャッチフレーズ

「テレビで有名な～は文字数が多い」という意見の他は否

定的な発言はなく，「あのテレビで有名な～の表現方法がよ

い」，「表現方法に意外性があってよい」があげられた．

エ.　イラスト

肯定的な意見としては「ブタはおもしろくてよい」，「チラ

シに絵は必要」があげられた．否定的な意見としては，「個

人的に好きじゃない」，「ブタの絵はイヤ」があげられた．

オ.　講師のインパクト

チラシ接触者の半数がまず講師に注目しており，「テレビ

で活躍している点で参加を決めました」があげられた．チラ

シ未接触者では講師に注目した者はいなかった．否定的な意

見として，「講師名をはっきりした方がよかった」があげら

れた．

カ.　チラシの色

肯定的な意見として「色使いが好き」，「黒刷りよりよい」

があげられた．否定的な意見として，「目が悪いので青地に

黒字が見にくい」があげられた．

キ.　文字

否定的な意見はなく，「字の太さと濃さはよい」，「文字の

大きさは見やすくて良い」があげられた．

③　読む（認識）への影響

「まずタイトルがよく，どの先生の講演会ということがわ

かった」，「あかぬけていて最後まで読もうと思った」があげ

られた．

④　情報把握への影響

チラシ未接触者全員が，内容や参加に必要な情報は充分

に伝わったと答えており，「詳しくてよかった」，「市報と比

べ手元に残って良い」があげられた．

⑤　参加の決断（行動変容）への影響

参加をチラシによって決めた者の意見として，「チラシに

好感がもてたのでうかがいました」，「市報でも見ていたけれ

ど，チラシで決めました」があげられた．また「無料だし，

場所も知っていたので行けると思った」，「行政という立場が

わかると信頼できる」があげられた．

⑥勧誘行動への影響

チラシ接触者から，「駅前でチラシをもらって友達を誘っ

てきました」，「グループのメンバーを誘いました」があげら

れた．

5. 考察
a 講演会参加プロセスとチラシの要素

人が情報に接触し講演会参加行動に至るプロセスの６段

階は，各々が独立しているのではなく，すべてが一連の流れ

でつながっていることが明らかになった．人がチラシを図３

の段階③の「読む（認識）」に到達するには，②の段階で目

を引き，興味や関心，好感をもつことが必要である．今回

作成したチラシに加えた新たな発想とは，②の「興味・関

心」に相当し，人を惹きつけるチラシの重要な要素であった

と考えられる．

s 人を惹きつけるチラシの要素

今回の調査から，人がチラシに惹きつけられる７つの要素

が導き出された．その中でも重要な役割を果たしているの

は，「タイトル」，「キャッチフレーズ」，「イラスト」で，こ

れらがいかに相手の心に訴える表現方法であるかが，人の心

を捉える鍵となっていることが明らかとなった．

今回の調査から得られた意見は，チラシ接触・未接触者

共に肯定的なものが多く，40～70歳代の女性にとって，チ

ラシ全体が好印象で表現方法が適切であったと考えられる．

VI 行政への提言

1. チラシの活用と住民団体の協力
今後地域で実施する保健事業によっては，チラシを活用す

ると同時に，事業のターゲットに関連する地域団体の協力を

得た広報活動を重点的に実施していく必要がある．

しかし，今回実施した広報活動においては，新規参加者

の増加が見られなかったことから，新規参加者への広報活動

についてはさらに検討が必要である．

まず，地域団体については，固定化された参加者や高齢

者に偏る可能性があることを考慮し，団体に関する情報把握

や，団体への働きかけの工夫などをさらに検討していく必要

がある．

また，小学校経由の参加者がなかったことから，広報活

動の際にＰＴＡなどの父母の組織を活用することや子ども向

けイベントの併設など父母が参加しやすい条件を整えた事業

を企画することが必要である．

さらに，20～30歳代の参加者が得られなかったことから，

企業に直接働きかける広報活動や，インターネットやコンビ

ニエンスストアの情報端末などの新しい媒体を使用した広報

活動の検討が必要である．また，乳幼児をもつ家庭に対し

ても事業実施時の保育などの条件を整えた上で，育児グルー

プ，保育園保護者会を活用した広報活動を実施するなどの

検討も今後必要であろう．

2. 人を惹きつけるチラシの作成
人を惹きつけるチラシの作成にあたっては，下記の５項目

に基づいたものとすることが重要であると考えられる（表

７）．
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今回の調査においては，ターゲットの背景を把握し，その

ターゲットを惹きつける表現を見つけ出すことが重要である

と推測された．この背景やなぜ惹きつけられるかの要素につ

いては今後さらに明らかにしていくべき課題である．

VII 結　　　論

今回著者らは，ターゲットを絞り，新たな発想を加えたチ

ラシを用いて，人を介するといった戦略的な広報活動を展開

した．その結果，ターゲットの参加者増加にはつながらなか

ったものの，チラシを用いた広報活動と，組織力を活用した

広報活動は参加者の増加につながることがわかった．さらに

住民が情報に接触してから事業に参加するまでの行動プロセ

ス，チラシの影響が明らかになった．今後は，事業目的に沿

ったターゲットを得るための広報活動についてさらに検討

し，また，さまざまな媒体を用いてそれらの効果を把握して

いくことが望まれる．

今回の著者らの広報活動に対し，新規参加者から驚きの

声が聞かれたこと，団体代表者へ理解を得る働きかけによる

効果も見られたことなどから，従来の待ちの姿勢の広報活動

のみでなく，市民の中に積極的に入っていく広報活動を展開

していくことが重要であると考えられる．
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B．合同臨地訓練を通じて得たもの

河西あかね（東京都多摩立川保健所）

1 研究っておもしろい!!

合臨の思い出は，何といっても，メンバーとの出会い，指

導教官との出会い，そして，「チームで行う研究のおもしろ

さ」を体験できたことである．

私達，11年度合臨チーム「そねっちーず」は，個性豊か

なメンバーとの出会いから始まり，指導教官の曽根先生の包

容力，武村先生の鋭いつっこみと暖かい（？）突き放し，

守田先生のとってもプラス思考的な姿勢に支えられて，研究

テーマに取り組んだ．

合臨では，フィールドで実施される，講演会の広報活動

としての「チラシ」の効果評価を取り上げた．事前にチラシ

の作成，スーパー前での配布活動，地域の住民組織への依

頼などを含めた実践活動を行い，講演会当日には，チラシ

の「注目に関する聞き取り調査」（質的調査）と「行動に与

える効果についての自記式調査」（量的調査）の2種類の調

査を行うなど，一連の研究過程を経験した．
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１.  「タイトル」「キャッチフレーズ」「イラスト」を盛り込む�

・「タイトル」は，テーマにつながる言葉で表現�

・「キャッチフレーズ」は，読み手に語りかける単語，言葉を使用�

・イラストはテーマと関連があり，親しみやすさに 重点を置く�

２.  色に配慮する�

・白黒よりカラーで表現�

・全体的に淡い色・やさしい色を使用�

・視力の弱い方への配慮( 同系色のコントラストは避ける)

３.  文字に配慮する�

・文字は大きく，字数は最小限�

・縦長文字，重なり文字は避ける�

４.  必要情報は必ず掲載する�

・地図，日時・場所，テーマ，申し込み条件，費用は明確に�

・主催者は明確に(行政の信頼性をアピール)

５.  全体のバランスに配慮し「意外性」を加味する�

・ 意外性と遊び心でインパクトをつける�

・ １～４をバランスよく�

表７　人を惹きつけるチラシの提案�



研究過程における終わりのない討論と，現地での実践活

動，そして，先の見えない質的調査の分析の後半に，突然

光が射すように見えてきた「人の行動」へのチラシの影響．

「研究っておもしろい．」と思えた瞬間である．

2 チームでやるから広がる視点，指導教官がい
るから深められる研究

目的の具体化や対象者の絞り込みには多くの時間を要した

が，メンバーそれぞれが，いろいろな角度から遠慮なく意見

を出し合い，また，指導教官からの鋭いつっこみがあったか

らこそ，視野が広がり，深みも増し，より現実的で具体的

な研究となり，曽根先生の口癖である，「行政への提言」に

つなぐことができたと考えている．

3 合臨の経験を活かして

現在，保健所は，そのあり方が問われており，以前にも

増して，科学的根拠を持った事業の展開が求められ，同時

に，市や関係機関への技術支援を強化していく方向にある．

このような流れの中，実際に私が，市町村向けの事業評価

の研修や，保健サービス評価支援事業などを行う中で，あ

る程度アドバイザー的な役割がとれたのは，合臨と特演で一

連の研究過程を経験したことが大きいと実感している．（ス

ーパーバイザーは，勿論，院の先生にお願いした．）

現在も，後輩の取り組んでいる事業評価への支援，市と

共同で取り組む新規事業の評価など，合臨での経験を充分

活用させてもらっており，報告書を参考に見せることも多

い．

今後も，このような機会は増えるであろうし，自分自身の

研鑽にも必要なことと考えている．

4 現場からのラブコール

平成13年度は，合臨を受け入れる立場も経験し，現在実

施している事業の評価の一部を実施してもらった．その際の

研究結果と提言を，有効に活用している．

保健所としては，研究機関との結びつきは大変心強く，

また，研究結果に基づいた具体的な提言を受けることで，事

業の強化につながる．所内からは機会があればまた受け入れ

たいとの声が上がっている．

合臨には今後も，フィールドワークの醍醐味を生かし，

私達の日常業務の中ではなかなか取りかかれない，きめ細

やかな，かつ大胆な研究と，フィールドを提供した現場が

活かすことのできる具体的な提言を期待したい．

C．責任者のまとめ

曽根　智史（公衆衛生行政学部）

私は，合同臨地訓練のチーム責任者を平成10年度から4

年間務めました．教官としてどのように振る舞ったらよい

のか常に悩みながら試行錯誤を続けた4年間でしたが，そ

の中から私なりにいくつかの指導法則を導き出すことがで

きました．もとより一般化することはできませんが，以下，

この指導教官心得七か条を簡単に述べたいと思います．

1 指導方針は明確に伝える

私は合臨チーム最初の顔合わせの時に，必ず「このチー

ムの合臨は，教官の顔色を窺わない合臨です．教官は部屋

にいてもただ黙って座っていることが多いです．何をどう

やるかは受け入れ先との話し合いをもとに，基本的に皆さ

んが決めて下さい．技術的な相談にはのりますし，内容に

対してコメントすることはありますが，みんなで話し合っ

て不適当と思ったらそれを守る必要はありません．」と明

言します．チームの他の担当教官にもこの姿勢で臨んでい

ただくようお願いしています．学生は最初はだいぶ戸惑い

ますが，そのうち慣れ，データを集計する頃になると，教

官が部屋にいても目に入らなくなるくらい，自発的に動く

ようになります．時に口をはさみたくなることもあります

が，じっと我慢します．しかし，よくしたもので学生は，

毎年こちらが予測した以上のものを出してくれます．明確

な指導方針は，学生の意欲を高め，動きやすくします．
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2 教官の言葉の影響力の大きさを知る

このように私は，見守るが口出しはせず，の方針を貫き

ます．これは逆に言えば，それだけ教官の言葉の影響力が

大きいということです．こちらが何気なく言ったことに学

生は悩みます．ましてや，言っていることが最初と違って

いたり，教官によって違っていたりすることはチームにと

って大きなマイナスとなります．学生のストレスも貯まり

ます．自分が言ったことを記憶しておくのはもちろんです

が，どのようなことを言ったのかに関する教官同士の情報

交換は欠かせません．

3 チームの雰囲気にアンテナを張る

合臨は長丁場です．特に前半の調査内容決定時期，後半

のデータ分析，報告書作成時期は，ディスカッションに次

ぐディスカッションで学生もかなり煮詰まります．意見の

食い違いや作業負担の格差が感情的な対立に変わることも

あります．教官はいつも合臨の部屋にいるわけにはいきま

せんので，このような学生の雰囲気の変化を見落としがち

です．また，チームの学生は自分たちの指導教官にはこの

ような情報は直接伝えないものです．部屋にいる時にチー

ムの雰囲気に注意を払うのはもちろんですが，特別演習の

指導学生，他チームの先生方からの「自分のチームに関す

る」情報はとても貴重です．

4 現地受け入れ先との最初の交渉は綿密にする

合臨では受け入れ先が何を望んでいるのかを的確に捉え

て，合臨の内容に取り込む必要があります．また，受け入

れ先に合臨のシステムや教官の指導方針をきちんと理解し

てもらい，必要な援助（例えば，調査対象との橋渡しなど）

を確保する必要があります．これは，基本的には指導教官

の仕事です．特に合臨がスタートする前に，教官が現地へ

赴いて行う最初の交渉は重要です．最初にボタンの掛け違

えがないよう，窓口担当はもちろん，トップ，関連課長・

係長に同席してもらうことは不可欠です．

5 「大丈夫，間に合う」というメッセージを送
り続ける

極言すれば，合臨期間中の学生の関心はただ一つ，「提

出期限に間に合うだろうか」ということです．全ての学生

が合臨は初めての経験ですから，当然の不安といえます．

チームの士気を高め，よりよい研究を行うために，この不

安を軽減するのも教官の重要な仕事です．そのために，最

初に計画立案から報告書作成までのスケジュールをきちん

と立てるようアドバイスすることが重要です．また，進捗

状況を把握し，今チームがどのあたりにいるのか，これか

らの作業量はどのくらいになるのかの情報を節目節目に伝

えることは教官の役割です．その際重要なのは，ことさら

学生の不安感をあおり立てるのではなく，必ず「大丈夫，

間に合う」というメッセージとともに伝えることだと思い

ます．飲み会の時にも，現地調査からの帰りの電車の中で

も，機会をとらえて教官が伝えるべきは「安心感」ではな

いでしょうか．

6 よいところはきちんと褒める

子どもと夫と合臨学生は褒めて育てるのが基本かと思い

ます．常に学生の努力を「口に出して」褒めること，例え

ばドラフトの修正を伝えるときも「ずいぶんよくなったけ

れど，こうしたらもっとよくなるよ．」と前置きをするこ

とは，特に最近の学生には必要なことのようです．

7 間違ったなと思ったら素直に謝る

合臨は，年によって，学生も違えば，現地受け入れ先も

テーマも違い，組む教官も違います．指導教官にとっても

未体験の部分が多いのも事実で，実際には1～6で書いた

ことが，必ずしも全てうまくできるわけではありません．

たまたま忙しくて十分な時間をかけられなかった，その間

に学生は袋小路に入っていたということもあります．私も

数々の失策を重ねてきました（ここには書けませんが）．

大切なのは教官が失策をおかしたと気づいたときにいかに

軌道修正するかということだと思います．特にそれが学生

の不満，研究の停滞につながっている場合には，早急に手

を打たねばなりません．私はきちんと謝ったうえで，改善

策を示すことを基本としています．学生も立派な社会人で

すのできちんと対応すれば，理解し，また，合臨への意欲

を高めてくれます．教官の「権威」は，合臨においては阻

害要因になるものと思います．

以上，勝手なことを述べました．教官はいったい何を考

えて合臨の指導をしているのか，参考になれば幸いです．

最後に私に貴重な合臨指導の機会を与えてくださった公

衆衛生院，一緒にチームを見つめた教官の先生方，そして

数々の教訓と喜びを与えてくれたチームの学生に感謝いた

します．
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